











とになる。ところが「器械運動の領域は、第 1 学年及び第 2 学年においては、すべての生徒に履修さ
せることとしているが、第 3 学年においては、器械運動、陸上競技、水泳及びダンスのまとまりの中か













な失敗のパターンを示している男子 2 名、女子 3 名を被験者とした。被験者に実験の目的やリスクな
どを説明し、参加の同意を得た。被験者は実験室に設置したマットの上で伸膝前転を実施した。その際



































胴体と下肢の角速度の経時的変化に注目して見ると、成功例の胴体の角速度が 650 度 / 秒の最大値を
示しているのに比べて、失敗例では男女とも、胴体の角速度の最大値が 500 度 / 秒程度と明らかに小さ
かった。また、失敗した女子では、下肢の角速度が 100 度 / 秒程度と成功例の 200 度 / 秒に比べて明ら
かに小さかった（図 5、図 6、図 7）。
マットを押す力の最大値では、成功例が体重の 35.3%、失敗例の男子が 56.4%、女子が 35.3% であった。
したがって、失敗した男子は、力は十分に発揮できていたと考えられた。また、失敗した女子でも成功
した男子と同値を示したが、それ以降の胴体の前傾が深くなった部分（胴体が水平線から 55 度まで前
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